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副校長 山上 真哉 
 日本中が注目をして応援したＦＩＦＡワールドカップ、サッカーの世界選手権が先日、ドイツの優勝で幕を

閉じました。 

ワールドカップの歴史は古く、１９３０年に第１回大会をウルグアイで開催したのをスタートとして、途中

第２次世界大戦をはさんで、今回で２０回目を迎えました。第１回大会はウルグアイが優勝し、今回の優勝国

であるドイツは実に８回目の決勝戦になります。過去３回優勝しているドイツですが、当時の西ドイツ時代の

ことで、ドイツになってからは初めての優勝になりました。 

そして、日本は残念ながら、予選敗退という結果になってしまいました。全てが終わった翌日の昼食会でザ

ッケローニ監督は選手達に「素晴らしいチームだった。もう一度選手を選んだとしても同じメンバーを選ぶ。」

と言い、目には涙が溢れていたそうです。結果は残念でしたが、最後まで私たちに夢を与えてくれた、素晴ら

しいチームでした。 

今回のワールドカップで実に爽やかなニュースが、日本がまさかの逆転負けをしてしまった１回戦のコート

ジボワール戦終了後に飛び込んできました。それは、日本が負けた直後に悲しみのどん底にいるはずの日本人

サポーター達が手にしていた青い応援袋をゴミ袋に変えて、悔しい気持ちをかみしめながら一生懸命に自分た

ちが汚した場所を掃除している映像が発信されました。それを目にした瞬間、私は感動のあまり涙が溢れまし

た。この事は世界中に発信され、感動を呼びました。 

本来なら負けた腹いせで手当たり次第物を壊したり、選手や他国の人に罵声を浴びせたり、物を投げ散らか

したり、国によっては暴動を起こし死傷者が出る事態になることがある状況の中で、世界中の人はこのような

すばらしい道徳心をもった日本人を「１２人目の選手」として称賛しました。 

私は、今回のワールドカップを通して多くの事を学びました。諦めずに最後まで仲間を信じて自分のため、

国民のために全力を出し切る態度は素晴らしかったと思います。そして、スポーツを愛する心について日本人

サポーターから学びました。試合は勝ち負けだけで価値観を見いだすものではないことを、たとえ残念な結果

になろうとも、今やらなければいけないことをしっかりと実行する精神。これはスポーツを本当に愛している

からこそできることなのです。このような素晴らしい道徳心を日本人はもっていることを今回のワールドカッ

プを通して全世界に示すことができました。 

  

先日１年生の道徳授業でデｲズニーランドで働く掃除の仕事をする人『カストーデﾞｲアル』についての授業

を行いました。デｲズニーランドが夢の国であり続けるために、一番大切な仕事がこの『カストーデﾞｲアル』だ

そうです。 

 ある人が『カストーデﾞｲアル』に質問したそうです。今、「何を集めているんですか？」と聞いてみました。

すると「夢のかけらを集めているんですよ」と答えたそうです。『カストーデﾞｲアル』と称されるデｲズニーラ

ンドの清掃員。彼らが行っているのはいわゆる“清掃”ではありません。掃除は汚れているからするのではな

く、汚さないためにするのだそうです。汚せないくらいきれいにすることでゴミを捨てたり、汚したりする人

はいなくなるというのです。なるほどと思うと同時に、私たちを取り巻く環境も同じ考えをもち、実践してい

くことができる人が多くなることで、きれいな環境作りにつながるのではないでしょうか。 

 今年度、国立第一中学校では心の教育の充実【「思いやり」の溢れる学校】を重点課題とし、道徳授業の充

実を推進し「感謝・思いやり」の心を育てる教育活動の充実を実践しています。多くの生徒がこのような心を

もつことができる学校づくりに携わっていければと考えています。 

  

国中だより 

１２人目の選手 



 
１５日（火）の臨時朝礼で佐藤一夫国立市長が来校されて、原爆の話をしてくださいました。 

「お知らせ」にも書きましたが、８月６日、と９日を私たちはいつまでも忘れずに、辛い過去を 
しっかりと受け止めて平和な日本を作り続けていきましょう。と力強いことばを生徒達に投げかけ 
ていただきました。そのための一言を是非真剣に考え、原爆について本気で考える良い機会にして 
ください。  

  
 まもなく３９日間の夏季休業になります。この期間は、心身共に健康で

安全に充実した毎日が送れるよう、また夏季休業日終了後も希望をもって

生活が送れるよう、下記事項を踏まえながらご家庭でも指導・支援をお願

いします。 
１ 早寝・早起きに心がけ目標を立てて計画的に学習を進めましょう。 
２ 地域のボランテｲア活動に積極的に参加し、社会の一員として自覚を

高めましょう。 
３ 外出する際は、どこへ、誰と、何をしに行くか、帰宅時間を保護者に

伝えておきましょう。１１時以降は都の条例により外出禁止です。 
４ 交通事故、不審者などに十分注意をし、事件や事故に巻き込まれない

ように注意しましょう。 
５ 節電に積極的に取り組み、電力不足に協力しましよう。 
６ 喫煙、飲酒、万引きなどの問題行動には絶対にかかわらないよう

にしましょう。 

 
 
 ７月８日（火）６校時に３年生保護者、生

徒による進路説明会を実施いたしました。 
今年度は生徒と保護者が家庭ごとに座り説

明を聞きました。始めのうちは照れくさそう

にしていた生徒達も、次第に受験の意識が高

ぶり真剣に聞いていました。 
 ほとんどの部活動が一段落していよいよ

受験勉強を本格的に行う 
時期が来ました。部活動 
に力を注いできたエネル 
ギーを是非勉強に注いで 
いく気持ちの切替を行っ 
て、目標に向かって進ん 
でください。 
 

 
○昨年度に続き、今年度も原爆に関してのことばの募集がきています。 
「ふつうの日になったのか原爆の日」展では、８月６日と８月９日の原爆の日を忘れないための一行のことばを募集しています。 
選考された作品は、８月４日（月）～８月２２日（金）の期間に国立市内で行われる展覧会に展示されます。 

 

○都大会出場決まる  女子バレーボール部と剣道部の男子団体、女子団体がそれぞれ見事都大会出場を決めました。これであ

らかじめ都大会出場の男女ハンドボール部と共に４つの部活動が都大会で活躍してくれます。是非応援よろしくお願いいたします。    
 
○６月２６日（木）にＡ組の多摩特研球技大会（バスケットボール）が八王子市民体育館で開催されました。今年も国立一中は試

合に向けて一生懸命練習してきました。そして①、②の２チームに分かれて参加しました。毎年、善戦するものの後一歩で賞状を

もらうことができませんでしたが、今年度はついに念願が叶い①チームが準優勝することができました。当日は生徒達はもちろん

のこと校長先生やたくさんの保護者の方々が応援してくださり、最高の結果となりました。やればできる！ということを実感した

瞬間でした。 

《今後の主な予定》 

７月１７日（木）給食終・大掃除 
  １８日（金）終業式 
  １９日（土）夏季休業日始 

２１日（月）海の日 
２３日（水）夏季水泳指導 
２４日（木）夏季水泳指導・夏季三者面談始 
２５日（金）夏季水泳指導  

８月 １日（金）夏季三者面談終 
２６日（火）夏季休業日終 
２７日（水）始業式 
 

９月 １日（月）給食始・引き渡し訓練 

   ８日（月）生徒会選挙  
  １５日（月）敬老の日  
  １７日（水）専門委員会（前期最終） 
  １８日（木）貧血検査（２年） 
  １８日（木）～２０日（土）修学旅行（３年） 
  １９日（金）水泳指導終 

２２日（月）専門委員会（後期始） 
２３日（火）秋分の日 
２５日（木）校外学習（１年） 
２６日（金）全校朝礼・中央委員会 

 

進路説明会を実施しました 

ふつうの日になったのか原爆の日 


